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第1章 はじめに 
 

  国際ガラスデータベース INTERGLAD は社団法人ニューガラスフォーラム（2011 年より一般社団法人）によ

って開発され、1991 年に世界で初めてリリースされたガラスの組成-特性データを中心とするガラス情報システ

ムです。約 34 万種のガラスに関するファクトデータが収録されるとともに、それらの情報を目的に応じて迅速

に引き出し、自在に活用できる工夫がなされています。 
  2009 年 10 月には、この INTERGLAD に世界初のガラス構造データベースが組み込まれ、特性予測･材料設計

のための重回帰分析もさらに高度化されました。また種々の使い易いツールが付加され、バージョン 7 として国

内にリリースされました。2010 年 10 月には、さらに種々の改良が加えたられたバージョン 7.1 が世界にリリー

スされました。 
 一般社団法人ニューガラスフォーラムは、このバージョン７が多くの方々に大いに利用され、ガラス産業および

関連分野あるいは学術面の発展に寄与することを期待します。 
 

１．INTERGLAD 開発の経緯 

国際ガラスデータベース INTERGLAD の具体化に向けた取組みが、国際貢献事業の一環として開始されたの

は、ニューガラスフォーラムが社団法人化された 1987 年のことでした。その後、安井至 東京大学教授（現、（独）

製品評価技術基盤機構 理事長）を中心に、国内企業・大学の多数のガラス研究者らの手により、システム設計か

らデータ収集まで 3 年の歳月をかけて開発が進められました。海外の有力ガラス企業の協力も得ました。検索プ

ログラムの開発は外注先である大日本印刷(株)が担当しました。そして、1991 年 4 月に世界に先駆けて最初の

CD-ROM がリリースされました 1)。 収録データは 10 万組成にのぼり、その後、1993 年リリースの Ver.2 では

12 万組成、1996 年の Ver.3 では 15 万組成とデータが追加されてきました。 
 
この Ver.3 までは OS（オペレーションシステム）に MS-DOS が使われ CD-ROM で供給されていましたが、

1998 年末にリリースされた Ver.4 からは Internet 経由でも CD-ROM でも、また、Windows、Macintosh、Unix
などどのような OS 上でも利用できるようになりました 2)。この開発には凸版印刷(株)があたりました。Internet
版には半年毎にデータが追加され、2000 年秋の時点で 18 万組成に至りました。 

 
2001 年 9 月にリリースされた Ver.5 は、機能面が大幅に強化されました。検索機能の改善をはじめ、データ解

析機能、組成特性予測機能（重回帰分析 3)および特性予測式利用）、利用者保有データの登録機能など、様々な機

能が追加され、利便性の大幅な向上が図られました。この開発は、経済産業省の支援のもとに富士通(株)の協力を

得て進められました。 
 
Ver.6 は、2002 年 11 月から 2004 年にかけて NEDO プロジェクトの一環として、ニューガラスフォーラム内

に組織されたデータベース推進委員会（委員長：大田陸夫 京都工芸繊維大学教授（当時））とソフト実用化ワー

キンググループ（主査：吉田智 滋賀県立大学）の支援のもとに、みずほ情報総研(株)の協力を得て作成されまし

た。Ver. 6 ではシステム面での様々な改良、重回帰予測機能で定数項を用いない回帰式 4)が選択できる等の新機

能の追加と共に、データ面の高信頼化も重視され 5)、以後データの見直しが精力的に行われてきました。また、

2005 年 11 月からはプログラムインストール不要の「アプレット」版も使用できるようになり、さらに利便性の

向上が図られました。 
 
2005 年 7 月から 2007 年 3 月には NEDO の「知的基盤創成・利用促進研究開発事業 ガラス構造データベー

スの構築のための研究開発」をニューガラスフォーラムが受託し、ガラス構造データベース委員会（委員長：井

上博之東京大学教授）の支援の下、原子間情報、リング構造、配位数等のガラス構造に関するデータを収録する

ガラス構造データベースのプロトタイプを世界で初めて開発しました 6)。今回リリースした Ver. 7 には、このガ

ラス構造データベースが組み込まれ、INTERGLAD は、ガラスの組成・特性・構造の統合的なデータベースとし

てリニューアルされました。また、多次式重回帰分析ツール 7)、データの少ない高温データを補間できるように

したデータ補間ツール等の新機能、検索を容易にする周期表の利用等、使い易さを追求した改良も種々加えられ

ました。なお、Ver. 7 もみずほ情報総研(株)の協力を得て作成されました。 
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INTERGLAD には図１に示すように新規データが年々定常的に追加され、2018 年 5 月時点での収録ガラス数

は合計 34 万種となっています。 
INTERGLAD は Ver. 1 のリリース以来、低分散光学ガラス 8)、酸化鉛を含まないクリスタルガラス 9)をはじめ

とした各種の新種ガラスの開発、ガラス組成特許の探索、ガラス物性の研究、新組成ガラスの研究テーマ探索、

ガラスを用いた新製品の開発、特許出願などに幅広く利用され、大変有用なガラスの研究開発支援ツールとして、

世界のガラス産業やガラス研究の発展に少なからぬ役割を演じています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ INTERGLAD のバージョンアップおよびデータ更新の経緯 
  

２．INTERGLAD Ver. 7 の特長 （Ver. 6 に対する改良点、新規点等） 

１）ガラス構造データベースを世界で初めて開発し、組み込みました。 
 ・IR、ラマン、NMR、メスバウアー、ESR、X 線回折、XAFS、中性子回折、MD などの各種解析方法による

原子間情報（結合距離、結合角等）、リング構造、架橋酸素情報、配位数、酸化数等のガラス構造情報をデー

タベース化しました。 
・登録データはまだ少数（約 1 万件 2018.5）ですが、ガラス組成からの構造情報検索、解析、特性との対応付

け等が可能となり、ガラスの材料開発等に役立ちます。 
・Ver. 7 は、特性データベースと構造データベースの 2 つの構成としてシステムの入口から分けました。特性

データベースは Ver. 6 までの INTERGLAD を意味します。特性データベースと構造データベースはそれぞ

れの検索結果から相互呼び出し、解析ができます。なお、構造データベースは英語版のみとなっています。 
     
２）特性予測・組成設計のための重回帰分析をより高度化しました。   
・従来の一次式による重回帰分析に加え、加成性を示さない組成範囲の特性も良好に予測できる多次式重回帰

分析（説明変数に 2 成分、3 成分の割合を掛け合わせた項も使用できる）を組み込みました。 
・使用が容易となるアシスタンス ダイアログを組み込みました。 

 ・操作中のクエスチョン、エラー処理を半自動的に行えるようにし、より簡易に重回帰分析ができるようにな

りました（Ver. 7.2 より）。 
 
３）温度－特性プロットができるようになりました。 
 ・密度、表面張力、熱伝導率など各温度でのデータが１つのガラスシートの中に収録されている場合、それら



第 1 章 はじめに  
 

 3 

のデータを温度－特性のＸＹ図で示すことができるようになりました。 
 
４）三角図の表示条件設定がすべて三角図画面でできるようになりました（Ver. 7.2 より）。 
 ・従来は三成分選択等の表示条件を変える際、特性検索画面に戻り、三角図条件設定小画面で再設定する必要

がありましたが、すべての条件設定を三角図画面で行うことができるようになりました。 
 

５）図表示の軸表示条件、プロット点のマーカー形状、色を選択できるようになりました。 

 ・各種のＸＹ図の軸の数値範囲、数値の表示形式（E 形式等）、小数点以下桁数、プロット点のマーカー形状、

色選択ができます。三角図の場合（一部）も、プロット点のマーカー形状、色を選択できます（形状、色：

Ver. 7.4 より）。 
 

６）出典の複数選択ができるようになりました（Ver. 7.3 より）。 

 ・出典を 4 種類まで選択でき、それぞれに AND、OR、NOT のいずれかが指定できるようになりました。 
 
７）データ補間ツールを組み込みました。 
 ・データの少ない高温データにつき、所定温度の値を補間法により算出・表示することができるようになりま

した。得られた補間データを重回帰分析にも使用できます。 
 ・補間対象のデータには、密度、ヤング率、表面張力、比熱、熱伝導率、粘度、粘度標準点、電気伝導度、電

気抵抗率、誘電損失の高温データ等があります。 
 
８）検索をより容易にするツールを付加しました。 
 ・簡易検索画面：従来のフル検索画面に加え、組成と特性のみの検索欄からなる簡易検索画面を付加しました。 
 ・周期表小画面：組成成分を周期表により大変容易に選択できます。もちろん従来の成分小画面からも選択で

きます。 
・キーワード検索：組成成分、特性、外観・特徴・製法、用途、出典等をキーワードのインプットにより容易

に選択することができます。 
・外観・特徴・製法、用途については、すべてのカテゴリーでの（どの項目でも）検索ができます（Ver. 7.5 よ

り）。 
 
９）特性計算式を補充し、改良を加えました。 
 ・熱伝導率の特性計算式に Ammar の式 10)を加えました。 
 ・9 つの式につき計算可能な組成範囲を広げました（1 つの式については狭めました）。 
 ・粘度（標準点）の特性計算式に Fluegel の式、3 式を加えました（Ver. 7.3 より）。 
 ・電気伝導率の特性計算式に Fluegel の式を加えました（Ver. 7.3 より）。 
 
１０）画面印刷、ファイル保存機能を拡大しました。 
 ・同一出典画面の印刷、重回帰分析画面のファイル保存、解析・予測結果の画像保存等が可能となりました。 
 
１１）使い易いツールバー、メニューバーを充実しました。 
 ・すべての機能を上部のメニューバーにまとめ、よく使用する項目はツールバーにアイコンで表示しました。 
 
１２）CD フル機能版も利用可能となりました（別利用料金）。 
 ・WEB 接続しないパソコンでもフル機能が使用できます。インターネット回線による第三者の不法侵入等の

心配がなくなり、ユーザーデータベース管理におけるセキュリティ保持強化に役立ちます。 
 
１３）ユーザーデータ機能を強化しました。 
･ユーザー定義のガラスコード名および特性名が自由に設定できるようになりました。 

 
１４）処理速度がアップしました。 
･複雑な検索（NOT 検索、主成分指定検索など）も高速処理できます。 
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１５）新規データの収録、データの信頼性向上に継続的に努めています。 
 ・年間 6000-8000 件の新規ガラスの特性データ収録、また気付いた誤データの修正を行っています。構造デー

タについても収録数を徐々に増やしていきます。 
 
１６）ユーザーズマニュアルを全面改訂しました。 
 ・使用目的毎に画面を追って操作方法がわかる基本操作マニュアルを作成しました（第 3 章）。 
 ・追加修正された各種検索キーワード（ID）も改めて整備しました（日本語／英語対応）。 
・利用例を全面改訂し、全部で 26 例に増やしました（2012 年度）。 
・マニュアルは基本的に PDF として随時更新し、WEB ページで常に最新のものを閲覧・ダウンロードできる

ようにしました（年間利用契約の利用者対象）。 
 

１７）最新の INTERGLAD システムが WEB ページよりダウンロードできるようになりました。 
 
１８）最新のコンピュータ環境（OS、ブラウザ、JAVA 環境）に合わせて、システムを全面的にリニューアルし

ました。 
 
参考文献 
1) Y. Suzuki, Am. Ceram. Soc. Bull., 70 (1991) 219. 
2) 斉藤友明、小黒久史、深見拓史、伊勢田徹、情報知識学会研究報告会予稿集、1999 年５月, p.63. 
3) I. Yasui, F. Utsuno, Am. Ceram. Soc. Bull., 72 (1993) 65. 
4) T. Iseda, Y. Iwasa, S. Yoshida, T. Kawasaki, Proc. XX-ICG (ICG, Sept. 2004) 07-029. 
5) F. Utsuno, H.Inoue, I. Yasui, S. Tsuboi, T. Iseda, Proc. XX-ICG (ICG, Sept. 2004) 07-030. 
6) K. Suzuki, T. Iseda, H. Inoue, ICG2007, A36. 
7) K. Suzuki, T. Iseda, H. Inoue, A. Masuno, PACRIM8-S23-P179-2009.  
8) 福岡荘尚、木下博章、野田聡、森田祐子、J. Ceram. Soc. Jap., 110(2002), 1073. 
9) H. Satha, M. Remram, J. Simons, Proc. Int. Sym. Glass Problems (ICG, Sept.1996) 193. 
10) M. M. Ammer, S.A. Garib, M. M. Halawa, H. A. El-Batal, K. El-Badry, Communications of Am. Ceram. 

Soc., May 1983, C-76. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2018.5.7 



<<

  /ASCII85EncodePages false

  /AllowTransparency false

  /AutoPositionEPSFiles true

  /AutoRotatePages /None

  /Binding /Left

  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)

  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)

  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CannotEmbedFontPolicy /Error

  /CompatibilityLevel 1.4

  /CompressObjects /Tags

  /CompressPages true

  /ConvertImagesToIndexed true

  /PassThroughJPEGImages true

  /CreateJobTicket false

  /DefaultRenderingIntent /Default

  /DetectBlends true

  /DetectCurves 0.0000

  /ColorConversionStrategy /CMYK

  /DoThumbnails false

  /EmbedAllFonts true

  /EmbedOpenType false

  /ParseICCProfilesInComments true

  /EmbedJobOptions true

  /DSCReportingLevel 0

  /EmitDSCWarnings false

  /EndPage -1

  /ImageMemory 1048576

  /LockDistillerParams false

  /MaxSubsetPct 100

  /Optimize true

  /OPM 1

  /ParseDSCComments true

  /ParseDSCCommentsForDocInfo true

  /PreserveCopyPage true

  /PreserveDICMYKValues true

  /PreserveEPSInfo true

  /PreserveFlatness true

  /PreserveHalftoneInfo false

  /PreserveOPIComments true

  /PreserveOverprintSettings true

  /StartPage 1

  /SubsetFonts true

  /TransferFunctionInfo /Apply

  /UCRandBGInfo /Preserve

  /UsePrologue false

  /ColorSettingsFile ()

  /AlwaysEmbed [ true

  ]

  /NeverEmbed [ true

  ]

  /AntiAliasColorImages false

  /CropColorImages true

  /ColorImageMinResolution 300

  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleColorImages true

  /ColorImageDownsampleType /Bicubic

  /ColorImageResolution 1200

  /ColorImageDepth -1

  /ColorImageMinDownsampleDepth 1

  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeColorImages true

  /ColorImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterColorImages true

  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /ColorACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /ColorImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000ColorACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000ColorImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasGrayImages false

  /CropGrayImages true

  /GrayImageMinResolution 300

  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleGrayImages true

  /GrayImageDownsampleType /Bicubic

  /GrayImageResolution 1200

  /GrayImageDepth -1

  /GrayImageMinDownsampleDepth 2

  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeGrayImages true

  /GrayImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterGrayImages true

  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /GrayACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /GrayImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000GrayACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000GrayImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasMonoImages false

  /CropMonoImages true

  /MonoImageMinResolution 1200

  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleMonoImages true

  /MonoImageDownsampleType /Bicubic

  /MonoImageResolution 1200

  /MonoImageDepth -1

  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeMonoImages true

  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode

  /MonoImageDict <<

    /K -1

  >>

  /AllowPSXObjects false

  /CheckCompliance [

    /None

  ]

  /PDFX1aCheck false

  /PDFX3Check false

  /PDFXCompliantPDFOnly false

  /PDFXNoTrimBoxError true

  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true

  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXOutputIntentProfile ()

  /PDFXOutputConditionIdentifier ()

  /PDFXOutputCondition ()

  /PDFXRegistryName ()

  /PDFXTrapped /False



  /CreateJDFFile false

  /Description <<



    /BGR <>

    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>

    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>

    /CZE <>

    /DAN <>

    /DEU <>

    /ESP <>

    /ETI <>

    /FRA <>

    /GRE <>



    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)

    /HUN <>

    /ITA <>

    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>

    /LTH <>

    /LVI <>

    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)

    /NOR <>

    /POL <>

    /PTB <>

    /RUM <>

    /RUS <>

    /SKY <>

    /SLV <>

    /SUO <>

    /SVE <>

    /TUR <>

    /UKR <>

    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)

    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>

  >>

  /Namespace [

    (Adobe)

    (Common)

    (1.0)

  ]

  /OtherNamespaces [

    <<

      /AsReaderSpreads false

      /CropImagesToFrames true

      /ErrorControl /WarnAndContinue

      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false

      /IncludeGuidesGrids false

      /IncludeNonPrinting false

      /IncludeSlug false

      /Namespace [

        (Adobe)

        (InDesign)

        (4.0)

      ]

      /OmitPlacedBitmaps false

      /OmitPlacedEPS false

      /OmitPlacedPDF false

      /SimulateOverprint /Legacy

    >>

    <<

      /AddBleedMarks false

      /AddColorBars false

      /AddCropMarks false

      /AddPageInfo false

      /AddRegMarks false

      /ConvertColors /ConvertToCMYK

      /DestinationProfileName ()

      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK

      /Downsample16BitImages true

      /FlattenerPreset <<

        /PresetSelector /MediumResolution

      >>

      /FormElements false

      /GenerateStructure false

      /IncludeBookmarks false

      /IncludeHyperlinks false

      /IncludeInteractive false

      /IncludeLayers false

      /IncludeProfiles false

      /MultimediaHandling /UseObjectSettings

      /Namespace [

        (Adobe)

        (CreativeSuite)

        (2.0)

      ]

      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK

      /PreserveEditing true

      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged

      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile

      /UseDocumentBleed false

    >>

  ]

>> setdistillerparams

<<

  /HWResolution [2400 2400]

  /PageSize [612.000 792.000]

>> setpagedevice



